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大山ダム
流域面積
33.6㎞2

大山ダムの位置

 大山ダムは筑後川河口から約83㎞地点に合流する赤石川の約3㎞地点に位置。
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大山ダムの目的と貯水池の諸元

2

１．洪水調節
大山ダム地点における計画高水流
量690ｍ3/sのうち、570ｍ3/s の洪
水調節を行い沿川の洪水被害を軽
減する。

２．流水の正常な機能の維持
赤石川及び筑後川の既得用水の安
定化と河川環境の保全を図る。

●貯水池諸元

貯

水

池

流域面積 33.6km2

湛水面積 0.6km2

総貯水容量 1,960万m3

洪水調節容量 700万m3

利水容量 1,100万m3

都市用水 630万m3

不特定 470万m3

堆砂容量 160万m3

ダ

ム

堤 高 94ｍ

堤 頂 長 370ｍ

堤 体 積 58万m3

堤頂標高 EL.264.0ｍ

堤 頂 幅 8.0ｍ

３．水道用水の供給
福岡県南広域水道企業団及び福岡地区水道
企業団に対して、瀬ノ下地点（久留米市）
において、水道用水として新たに最大1.31
ｍ3/sの取水を可能とする。

ダム天端：EL.264.0ｍ
基礎岩盤：EL.170.0ｍ
ダム天端：EL.264.0ｍ
基礎岩盤：EL.170.0ｍ

ダムの体積
（堤体積）
約58万ｍ3

ダムの体積
（堤体積）
約58万ｍ3

高さ(堤高)
94ｍ

ダム湖名：
烏宿（うしゅく）湖
ダム湖名：
烏宿（うしゅく）湖

※福岡県南；0.707ｍ3/s、福岡地区；0.603ｍ3/s



②非常用洪水吐き（4門）

①常用洪水吐き
（1門）

↓

①常用洪水吐き … 洪水調節施設
自然調節方式（オリフィス）
高さ3.7ｍ×幅4.8ｍ
最大放流量 210ｍ3/s

②非常用洪水吐き … 洪水調節施設
自由越流方式
越流幅13.0ｍ×4
最大放流量 860ｍ3/s

選択取水設備
↓

●利水放流設備の全体像

P

発電機

発電放流
最大1.2ｍ3/s

流入水バイパス

流入水バイパス
最大1.2ｍ3/s

選
択
取
水
設
備

主管ゲート
最大14ｍ3/s

分岐管ゲート
最大1.2ｍ3/s

③利水放流設備
ジェットフローゲート
主 管：φ1,200㎜
分岐管： φ300㎜

③利水放流設備

主管ゲート→

発電放流
↓

※試験湛水中の写真のため、常用洪水吐きには仮締切りゲートが下ろしてある。供用後、常用洪水吐きにゲートは設置していない（ゲートレス）。

大山ダムの放流設備

 大山ダムの放流設備は、常用洪水吐き、非常用洪水吐き、利水放流設備に大別され、
放流する水の量や発電の有無に応じ、適切な放流設備を使用して放流。
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洪水調節容量

利水の空き容量

非常用洪水吐き→

計画規模を超える洪水時の操作
↓

常用洪水吐き→

洪水時最高水位

大山ダムの特徴

 ダムに入ってくる水の量と、ダムが放流する量との大小関係でダムの貯水位は上下。

 洪水調節施設にゲートがない大山ダムでは、洪水時に人為的な操作ができず、ダムか
らの放流量はダムの貯水位で決まる。

 大山ダムにとって『計画規模を超える洪水時の操作』とは、貯水位が洪水時最高水位
を超えて上昇し非常用洪水吐きから水が流れ始めること。

4

●大山ダムによる洪水調節の内容

①（ダムに貯まる水量）≦（洪水調節容量)＋(利水の空き容量）の時

大山ダムの貯水位は洪水時最高水位以内に収まり（水色部分）、
常用洪水吐きから水が流れる。

②（ダムに貯まる水量）＞（洪水調節容量)＋(利水の空き容量）の時

大山ダムの貯水位は洪水時最高水位を超え（桃色部分）、非常用
洪水吐きからも水が流れ始める。

（ダムに貯まる水量）

＝（ダムに入ってくる水の量)－(ダムが放流する量）

※ダムに貯まる水量＞０ ⇒ 貯水位は上昇
ダムに貯まる水量＝０ ⇒ 貯水位は変わらず
ダムに貯まる水量＜０ ⇒ 貯水位は下降



大山ダム洪水調節図 R4.7.18～19
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大山ダム防災操作図　令和４年７月１８日～１９日
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流域平均総雨量204.3mm

最大流入量約123ｍ3/s
7/19（火） 10:10

▲平常時最高貯水位（EL.245m）

7月18日（月）

流
域
平
均
総
雨
量
（
m
m
）

▲洪水量（100ｍ3/s）

7月19日（火）

最大時間雨量約45mm/h
7/19（火） 8時～9時

【ダムへの貯留量】

約１６０万m3

最高貯水位EL.248.37m
7/19（火） 13:10

▲洪水時最高水位（EL.259m）

最大流入時放流量約37ｍ3/s

<<ダムの効果>>
最大流入時に約69％の流水を貯留

 R4.7豪雨に伴う出水では、最大約123ｍ3/sの流入量を記録。

 最大流入時には、ダムに流入する水量の約69％を貯留し下流河川の水位上昇を緩和。



＜流入量＞

大山ダムへ流れてくる水量
①最大約１２３㎥/s大山ダム

貯水位 EL.248.37ｍ

貯留開始水位 244.99m

約３．４ｍ

ダムに貯まりました

【大山ダム最大流入時：７月１９日、１０時１０分時点】

＜通過量＞
下流河川へ流す水量
②約３７㎥/s
（最大流入時の放流

量） 水道用水などに利用するために
常時貯めている水量

令和4年7月20日 9時頃撮影

← 洪水調節開始時の貯水位
EL.244.99ｍ

貯水位は約3.4ｍ上昇

洪水調節時の最高水位
EL.248.37ｍ
↓

大山ダム洪水調節による水位変化等 R4.7.18～19

●降雨量の記録

流域平均総雨量 204.3㎜（R4.7.18～19）

最 大 時 間 雨 量 45.9㎜（7/19 8～9時）

日 降 雨 量 191.0㎜（7/19）

2 4 時 間 降 雨 量 204.3㎜（7/18 18時～）

7 月 降 雨 量 342.5㎜（平年比0.7倍） 6



洪水調節容量のさらなる確保（事前放流）

 100年に1回の確率で起きる規模以上の大きな洪水に備えるため、雨が降る前から放流
して予め貯水位を下げ、洪水を貯める容量を更に増やす取り組み（事前放流）を実施。

【貯水位を予め低下させる】

予測降雨量をもとにダム貯水池への流入総
量を予測し、事前放流により確保する容量
を算出し、利水用の貯水を放流して、ダム
に貯められる容量を増やします。

【経緯】

 既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた
基本方針（令和元年12月12日、既存ダム
の洪水調節機能の強化に向けた検討会議
決定）に基づき、『筑後川治水協定』を
令和2年5月29日に策定。

 令和2年6月26日には、『大山ダム事前放
流実施要領』を定めた。

大山ダムでは、次のような場合に事前放流を実施することとしており、事前放流の限度
水位を標高236.72ｍ（平常時最高貯水位から8.28ｍ下がり）としている。

① ダム上流域の予測雨量が6時間で155㎜以上であること

② 予測されたダム流入総量がダムの洪水調節容量、利水容量の空き容量及びダムか
らの放流総量の総和を超えること 7



事前放流の留意事項

 雨が降る前、場合によっては晴れている段階からダムの放流が始まるため、放流を開
始する前には、サイレンを鳴らしスピーカーの放送等で周知。

 利水放流設備を用いて実施するため、事前放流の最大放流量は約14ｍ3/s

 事前放流中に予測雨量が変更され、基準降雨量を下回った場合は事前放流を中止。

8

堆砂容量 160万㎥

洪水調節容量 700万ｍ3

利水容量 1,100万ｍ3

不特定用水 470万ｍ3

都市用水 630万ｍ3 

洪水時最高水位 EL.259.00ｍ

平常時最高貯水位 EL.245.00ｍ

最低水位 EL.206.20ｍ
事前放流時の
最大放流量
約14ｍ3/s

常用洪水吐き→

非常用洪水吐き→

基礎岩盤：EL.170.0ｍ

堆砂容量 160万㎥

利水容量 763.2万ｍ3

不特定用水 326.1万ｍ3

都市用水 437.1万ｍ3 

洪水調節容量 700万ｍ3

最大確保量 約336万ｍ3

合 計 約1,036万ｍ3

最大8.28ｍ

【最大限 事前放流した場合】



異常洪水時の避難行動に着目したタイムライン

 計画規模を超える異常洪水において、筑後川上流総合管理所長から日田市長様へ直接
架電（ホットライン）します。

 ホットラインは、計画規模を超える洪水時の操作（非常用洪水吐きからの越流）が
①予測された時点、②概ね３時間前、③１時間前、④始まった時 の各々の時点です。

9

●ホットラインのタイミング等（タイムラインを基に作成）

受信
ＦＡＸ

計画規模を超える
洪水時操作の開始

日田市大山ダム管理所
（筑後川上流総合管理所）

日田土木事務所

計画規模を超える洪水時の
操作に関する事前情報
※予測された時点

計画規模を超える洪水時の
操作に関する事前通知

※概ね３時間前

・避難所開設
・避難者支援

・消防団（水防団）
への出動要請検討

・被害状況確認
・災害派遣要請

計画規模を超える洪水時の
操作に関する事前通知

※１時間前

受信
ＦＡＸ

受信
ＦＡＸ

受信
ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

住民等

ホットライン

ホットライン

ホットライン

ホットライン

・避難指示
・消防団（水防団）

への出動要請

・高齢者等避難
避難開始の周知



防災ラジオ（日田市HPより）

【大山ダムの基本的な特徴】
 ダムに入ってくる水の量と、ダムが放流する量との大小関係でダムの貯水位は上下する。

（ダムに入ってくる水の量）＞（ダムが放流する量）ならば、貯水位は上昇
（ダムに入ってくる水の量）＜（ダムが放流する量）ならば、貯水位は下降
（ダムに入ってくる水の量）＝（ダムが放流する量）ならば、貯水位は変わらない

 洪水調節施設にゲートがない大山ダムのでは、洪水時に人為的な操作ができず、ダムからの
放流量はダムの貯水位のみによって決まる。

【洪水対応に係る新たな取り組み】
 大山ダムは洪水調節のための容量を700万ｍ3（標高245ｍ～259ｍの14ｍ区間）持っているが、

100年に1回の確率で起きる規模以上の大きな洪水に備えるため、雨が降る前から放流して
予めダムの貯水位を下げ、洪水を貯める容量を更に増やす取り組み（事前放流）を実施。

 実働に際し、日田市様の避難指示等の判断が適時・的確に行われるよう、
タイムラインに沿ったＦＡＸ通知やホットライン等により情報共有を密に
する。

 『おおやま西峰自治会』が大山ダム管理所会議室を自主避難所
として使用可能となった。

 異常洪水時防災操作時の音声放送について、『老松自治会及び
西峰自治会』へ日田市防災行政無線及び防災ラジオで周知して
いただけることとなった。

説明内容の要旨

10



【筑後川局】
〒830-0032
福岡県久留米市東町42-21
日本生命久留米駅前ビル
℡（0942）34-7001

【筑後川上流総合管理所】
〒838-0012
福岡県朝倉市江川1660-67

℡（0946）25-0113

【大山ダム管理所】
〒877-0201
大分県日田市大山町西大山2008-1

℡（0973）52-2445

筑後川上流総合管理所HP
http://www.water.go.jp/chikugo/chik
ujyo

Memo

YouTube 大山ダム
https://youtu.be/cry2AGnG7Dw

For recruiters

https://www.water.go.jp/honsya/
honsya/recruit/info/index.html

As of R5.6.20 Ver.1


